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着任のごあいさつ              校 長  鶴 田 欽 也 

初めまして ―― 令和３年４月１日付の人事異動で、盲学校から赴任

した鶴田です。縁あって本校に勤務させていただくことになりました。

このたびの皆様との出会いを大切にしていきたいと思っています。児童

生徒の皆さん一人一人が夢に向ってがんばっていけるよう、本校教育の

さらなる充実、発展のために全力で職務にあたる所存です。 

保護者の皆様をはじめ、本校に関係する皆様には、日頃より本校教育

に対してご理解、ご協力を賜り、心より感謝を申し上げます。児童生徒

の指導、支援や成長には、家庭、地域、そして学校が互いに連携、協力

して児童生徒をしっかりと支えていく必要があると考えます。どうぞよ

ろしくお願いいたします。 

４月 ―― 新年度のスタート。満開だった桜の花びらも風に舞い、新緑の葉桜へと変わりまし

た。花壇や街路には色とりどりの花々が咲き、新緑が美しい季節になりました。昨年来のコロナ

禍ではありますが、春の到来とともに新しい学年が始まりました。 

本校は、昭和 42年（1967年）に佐賀県立養護学校として設置され、本年で 54年目を迎えまし

た。４月８日に入学式を挙行し、22名の新入生（小学部４名、中学部９名、高等部９名）を迎え

ました。本年度は本校舎と分校舎をあわせて、小学部 40名、中学部 30名、高等部 33名、合計

103名の児童生徒が本校で学んでいます。（R3.5.1現在） 

本校の学校教育目標は、 

 

○ 児童生徒一人一人の状況（障害の状態、発達段階や特性）に応じた教育を実践する。 

○ 児童生徒が、「明るく」「正しく」「たくましく」生きていく力を育成する。 

 

ですが、新学年のスタートにあたり、本年度の重点目標を次のように掲げました。 

 

「 夢に向かって ―― 明るく、正しく、たくましく 」 

１ 児童生徒の主体性を尊重しながら、個に応じた教育を充実させる。 

２ 自立と社会参加に向けて、児童生徒の夢や希望を大切にする教育を充実させる。 

３ 健康・安全教育を進めるとともに、思いやりや豊かな心を育む教育を充実させる。 

 

学校の在り方として、主体性を尊重しながら児童生徒の思いを大切にし、それに応じた教育活

動を充実させたいと考えています。その中で、児童生徒一人一人が自分の夢を大切にし、夢に向

って近づいてほしい。さらに、将来の自立と社会参加に向けて、生きる力を着実に身につけてほ

しいと願っています。本年度は、「夢に向って ―― 明るく、正しく、たくましく」を合言葉に、

三つの重点目標実現に向って全職員一丸となって取り組んでいきます。よろしくお願いします。 



 

校内の児童生徒はもちろんのこと、地域の幼稚園や保育園、小中学校、高等学校等に 

通う、障がいのある幼児や児童生徒の学校生活をサポートしています。 

 

 

 

 

 

 

お気軽にお電話ください。０９５２－９８－１１３５  特別支援教育コーディネーター 早川 

 

『支援機器室』について！ 

支援機器室では 

１ 校内に支援機器と整備スペースを設け、児童生徒や保護者への支援機器に

関する学びと体験の場を提供します。 

２ 小中高等学校等の児童生徒へのセンター的機能の充実と支援機器に関す 

る教職員の研修をします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜電話相談・来校相談・巡回相談（障がいのある子どもの学校生活支援事業）＞ 

・学校見学の依頼や、就学に関すること、指導に関すること、進路に関すること等の様々な相談に応じ 

ます。 

・教材・教具や補助具、支援具に関する相談や貸し出しも行っています。 

・学校や園からのご相談内容に応じて、実際にお伺いし、先生方や保護者からの相談にお答えします。 

・自立活動や発達障害等、校内研修会を企画される場合などの講師依頼にも応じます。 

 

 

信じよう、支え合う力  

育てよう、認め合う心  

※ 具体的には・・・ 

① 機器修理に伴う代替品の一時的な貸し出し 

② 外傷退院後の一時的な車いすの貸し出し 

③ 車いす購入に向けての機能把握のためのシミュレーション 

④ 車いすの機能に関して松尾清美先生を講師とした自立活動公 

開研修 

⑤ 入浴・ベッド・トイレへの移乗動作シミュレーション 

⑥ 姿勢保持の調整やクッションの貸し出し     など 

 

 

 

 

 

 

 

リフトでベッド移乗 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

床走行式リフト お問い合わせは特別支援教育コーディネーター（早川）まで 

 

 

令和３年度 就学相談・支援の流れ（小･中学部） 佐賀県における「令和４年度の就学」に向けた 
流れは、主に下記のようになっています。 

市町教育委員会 

5～10月 就学相談会の実施 

★各市町で、個別に相談に応じます。 

必要に応じて、特別支援学校の見学や 

転入学相談会への参加が勧められます。 

～11月 教育支援委員会の開催 

★就学先について検討がなされます。 

 ～12月 就学特別相談会の実施 

★就学先が決定されます。 

 

 

 

佐賀県教育委員会 
★佐賀県教育委員会は、県立 
特別支援学校と各市町教育 
委員会との連絡調整をして 
います。 
 
 
 
～1月 入･転学期日及び 
    学校指定の通知 

特別支援学校(本校) 

7 月 学校見学会の実施 
★本校の教育内容を紹介するととも

に、児童生徒の学習・学校生活の

様子を見学していただきます。 

10 月 転入学相談会の実施 

★個別に相談に応じます。 

2 月 新転入学説明会の実施 

★本校への就学が決まったお子さん

並びに保護者の方々を対象に説明

会を行います。 

 

本校は、肢体不自由の特別支援学校です。転入学相談会では、お子さんの身体の状況を中心に、家庭生活や園･学校
での学習の様子などをうかがいながら、本校における教育内容や転入学に関した相談に応じています。 


